
① ト ヨ は 、 一 週 間 後 の 昼 過 ぎ 、 大 臣 を 見 舞 い に 訪 れ た 。

② 大 臣 の 扱 い は 、 冷 た か っ た 。

③ そ の 理 由 は 、 大 臣 が ト ヨ の 法 学 を 評 価 し た か ら で あ る 。

④ も う 一 つ の 理 由 は 、 ト ヨ の エ リ ス と 別 れ る と い う 約 束 を 、 大 臣 が 相 沢 か ら 報 告 を 受 け

た か ら で あ る 。

⑤ 大 臣 は 、 一 緒 に 帰 国 す る よ う に 半 ば 強 制 的 に 伝 え た 。

⑥ ト ヨ は 、 相 沢 と の 約 束 は 嘘 だ っ た と 言 っ た 。

⑦ 断 れ ば 帰 国 や 名 誉 回 復 の 機 会 は 二 度 と な く 、 ベ ル リ ン で フ リ ー タ ー に な る と 思 っ た 。

⑧ ト ヨ は 、 一 週 間 の 猶 予 を も ら っ た 。

⑨ ト ヨ は 、 帰 っ て エ リ ス に 帰 国 す る こ と を キ ッ バ リ と 伝 え よ う と 決 意 し た 。

⑩ ホ テ ル を 出 た 時 の ト ヨ の 気 持 ち は 落 ち 着 い て い た 。

⑪ ト ヨ は 、 す ぐ に 家 に 帰 っ た 。

⑫ ト ヨ は 、 古 い 教 会 の 近 く の ベ ン チ に 長 時 間 座 り 込 ん で い た 。

⑬ ト ヨ は 気 が つ く と 外 套 や 帽 子 は 夜 露 に 濡 れ て い た 。

⑭ 十 時 五 十 三 分 頃 に 再 び 歩 き 始 め 、 〇 時 十 七 分 頃 に ブ ラ ン デ ン ブ ル グ 門 に 到 着 し た 。

⑮ 一 月 上 旬 の 夜 だ っ た の で 、 空 に は 上 弦 の 月 が 出 て い た 。

⑯ 周 囲 の 居 酒 屋 や 喫 茶 店 は ひ っ そ り し て い た 。

⑰ ト ヨ の 頭 の 中 は エ リ ス へ の 罪 悪 感 で い っ ぱ い だ っ た 。

⑱ ト ヨ が 家 に た ど り つ い た 時 、 エ リ ス は す で に 寝 て い た 。

⑲ 降 り し き る 雪 の 間 に 見 え る エ リ ス の 家 の 窓 の 明 か り は 、 エ リ ス の 運 命 の よ う だ っ た 。

⑳ 家 に 帰 っ た ト ヨ に 、 エ リ ス は 「 お か え り な さ い 」 と 言 っ た 。

 ト ヨ の 顔 色 は 青 白 く 死 人 の よ う で 、 髪 は 乱 れ 、 服 は 汚 れ 破 れ て い た 。

 ト ヨ は 帰 宅 と 同 時 に 、 帰 国 を 承 知 し た こ と を エ リ ス に 伝 え た 。


